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※概要（Summary ）： 

半導体バリウムシリサイドは、光吸収係数が大きく、

禁制帯幅が 1.3eV と、薄膜結晶太陽電池材料として期

待されている。試作したバリウムシリサイド薄膜素子

にエポキシボンダーを用いて配線を行い、分光感度の

測定を行った。 

 
※実験（Experimental）： 

利用装置：パッケージング（エポキシダイボンダ） 

バリウムシリサイド膜は膜が弱いため、通常のウェ

ッジボンダーでは膜が破損してしまう。エポキシボン

ダーを用いて、配線を行った。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図１にエポキシボンダーを用いて配線した、バリウ

ムシリサイド膜の写真を示す。 

 

図１：配線したバリウムシリサイド素子 

 

素子を破損することなく金ワイヤーで LIS パッケ

ージに配線することができた。配線した素子の分光感

度測定を行った。図２に配線したバリウムシリサイド

素子の分光感度を示す。作成したバリウムシリサイド

素子は印加電圧 2V で 1.55 eV のフォトンに対し、

60 %の外部量子効率があることが分かった。 

 

 

 
図2:室温で各印加電圧におけるバリウムシリサイド素

子の分光感度スペクトル 
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